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令和８年度 第１回浦和美園～岩槻地域成長・発展推進会議 議事概要  

 

１ 日 時 令和８年６月１日（月）１１：１０～１１：３５ 
 

２ 会 場 さいたま市役所 本庁舎４階 政策会議室 
 

３ 出席者 別紙の出席者名簿のとおり 

 

４ 議事概要 

（１）座長開会挨拶（清水市長） 

  ・本日の会議のテーマである、「浦和美園～岩槻にかけての東部地域の成長・発展の

取組」と「地下鉄７号線延伸事業及び沿線周辺のまちづくり」は、両輪で進めてい

くことで、東日本の中枢都市づくりにつながる大変重要な取組である。 

  ・本プランに係る直近の大きな動きとして、地下鉄７号線の延伸について、令和７年

度末に、都市鉄道等利便増進法に基づき、鉄道事業者への事業実施を要請するとと

もに、速達性向上事業に関する計画の素案を鉄道事業者に提示した。 

・中間駅周辺のまちづくりについても、鉄道延伸と一体的な事業化に向けて、「中間

駅まちづくり方針」の改定を令和７年度中に行ったところである。 

・岩槻駅周辺についても、延伸により鉄道結節点となることから、ポテンシャルの向

上を活かしたまちづくりの推進に向けて、「岩槻駅周辺まちのあり方ビジョン」を

策定した。 

・こうした局面において、全庁で連携し、成長・発展プランの実践方策をさらに推し

進めることが、鉄道延伸事業等の実現、ひいては東部地域の成長と発展にとって非

常に重要となると考えている。 

・委員の皆様には、活発な御発言をお願いするとともに、今後も引き続き、成長・発

展プランの推進に向け、全庁的な推進に御協力いただきたい。 

（２）議事（1）及び（2）に関する事務局説明（未来都市推進部副参事） 

(1)成長・発展プランのこれまでの経緯 

(2)令和７年度の実績及び実践方策へのフィードバック 

を一括して説明。 

（３）議事（1）及び（2）に関する意見交換 

   （清水市長）アンケート調査の結果で、浦和美園駅周辺地区での住みやすさや賑わ

い・活気に係る満足度が、想定しているより低い。アンケート結果が示すより、実

際の浦和美園駅周辺地区は魅力があると考える。 

（４）議事（3）～（7）に関する事務局説明 

  (3)地下鉄７号線延伸事業の取組状況 

(4)地下鉄７号線中間駅まちづくり事業の取組状況 

(5)岩槻駅周辺のまちのあり方ビジョンの実現化の検討 

(6)成長・発展プランの見直しに向けた取組 

(7)今後のスケジュール 

   を一括して説明。 

（５）議事（3）～（7）に関する意見交換 

（新屋副市長） 

・これから成長・発展プランを見直していく中で、長期と短中期の時間軸の話が両方
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入っているので、両面をうまく整理して計画をまとめてほしい。 

・長期の時間軸では、複数の事業を着実に実施できるようにしつつ、短中期で取り組

むべきことも多くあるはずである。 

（未来都市推進部副理事） 

・成長・発展プランの見直しの中では、短期で取り組むこと、長期で取り組むことを

整理する必要があると考えている。今回、基本計画と行動計画を一体的に見直すこ

とを考えており、直近の５年間、将来の１０年間というように、時間軸を意識した

計画としていきたいと考えている。 

（清水市長） 

・昨年度、これまでの地下鉄７号線延伸の効果に関する報告書をまとめており、内 

容を少しコンパクトにまとめたうえで、対外的にアピールした方が良いと考える。 

・建築費が高騰し、事業として実施すべきかどうかという議論が出ている中で、地下 

鉄７号線延伸の効果が高く、投資が回収できるということをしっかりと理解しても

らうことが重要であり、そういう視点での対外的な発信を心掛けてもらいたい。 

（６）座長より会議の総括（清水市長） 

 ・東部地域の成長・発展の取組は、本市全体の発展にとって重要な施策であり、全

庁的な取り組みが必要。 

・各局等においては、引き続き連携し、東部地域の成長・発展の取組について、着 

実に進めていただきたい。 

・地下鉄７号線延伸及び延伸に伴うまちづくりの進捗と併せ、東部地域では、関連す

る核都市広域幹線道路や産業集積拠点など、大きなプロジェクトが推進されている。 

・こうした事業と密に連携を図り、相乗効果を生み出しながら、東部地域の総合的な

地域発展につながるよう努めていただきたい。 

・各取組を進めるうえでは、地域住民に対し、適切な情報提供と丁寧な説明を行うこ

とで、信頼関係の構築にも努めていただきたい。 

 

【事務局】都市戦略本部 未来都市推進部 


